
の

留米をよく知り、まち

推

の歴史や文化を次代に

進

継承するために、東久

上

留米に関する資料の収

位

集・保存を進める
充実

政

。
・文化財担当と連携

策

を図り、歴史的公文書

0

の保存方法などを研究

5

する。
・図書館ボラン

子

ティアや生涯学習の成

ど

果を活用する機会を設

も

け、市民が活動する図

の

書館運営を進め、市民

未

の交流と学び、
文化拠

来

点として整備する。
・

と

家庭、地域、学校など

文

と連携を図り、子供た

化

ちの読書活動を推進す

を

る。

・郷土の歴史や文

は

化に関する市民の理解

ぐ

を深めてもらうため、

く

市民が必要とする情報

む

をわかりやすく提供す

ま

る仕組みづく
13-0

ち

3 りを推進するととも

施

に、わくわく健康プラ

策

ザ内の郷土資料室をは

統

じめとする文化財施設

括

の充実に努め、文化財

課

の調査・研

文化財の保

生

護・活 究、保護と活用

涯

を進める。
・貴重な歴

学

史的資料の散逸を防ぐ

習

ため、研究成果をまと

課

めた文化財調査報告書

施

などを継続的に発行す

策

るとともに、こうし
用

統

た資料の整理、保管、

括

活用を図る。
・郷土資

課

料室に寄贈された約6

長

20箱の昆虫標本の活

名

用他、企画事業等にお

板

いて最新の調査・研究

倉

成果を発信できるよう

　

努
める。
・無形民俗文

正

化財の継承のため、各

弥

継承団体との連携や市

関

民へのPRなどの支援

連

に努める。
・市民によ

課

る文化財ボランティア

企

などの養成を推進する

画

。
・図書館と連携を図

調

り、歴史的公文書の保

整

存方法などを研究する

課

。

、障害福祉課、生涯学習課、図書館

関連する 東久留米市第２次教育振興基本計画、第二次東久留米市子ども読書活動推進計画

個別計画等

放課後子供教室推進事業の実施、図書館サービス・運営方法の見直し
予定計画事業

・だれもが生涯を通じて主体的に学び、スポーツや文化・芸術に親しみ、日常生活

令

において、ゆとりや豊

和

かさを実感でき
施策に

3

対する
るよう、生涯学

年

習活動の充実に努める

度

。
基本的な考え方

・市

施

民の生涯学習活動を支

策

えるさまざまな資料や

評

情報の蓄積に努めると

価

ともに、高度化、多様

表

化する利用者ニーズに

(

的確
（第4次長期

に対

令

応し、学習の成果を地

和

域活動で生かせる環境

2

や交流の機会の充実を

年

図る。
総合計画より）

度

基本事業名（1～3）

振

第4次長期総合計画に

り

おける方向性
・市民一

返

人ひとりが、豊かな人

り

生を送り、生涯を通じ

)

ていつでも主体的に学

１

び続けられるよう、生

　

涯学習センターが中心

施

13-01 的・総合的

策

な機能を果たすととも

の

に、学校、教育、地域

概

、団体及び行政が一体

要

となって生涯学習の振

（

興に努める。

生涯学習

第

活動の充 ・市民がいつ

4

でも、どこでも学習機

次

会を持てるように、指

長

導者養成や「（仮称）

期

生涯学習ボランティア

総

」の登録事業など
の実

合

施について検討を進め

計

る。
実

・広く市民の学

画

びの成果を地域活動に

（

活かせる仕組みや地域

後

課題を自ら、または市

期

と協働して解決するた

：

めの取り組みと
して、

平

市民大学事業の拡充に

成

努めるとともに、受講

2

生（卒業生）たちによ

8

る自立した地域活動が

年

生まれるよう支援する

度

。
・小学校の特別教室

～

などを活用した放課後

令

子供教室について、モ

和

デル実施の状況を見な

2

がら、実施校の拡大や

年

活動内容の
充実に向け

度

検討を進める。

・図書

）

館は「地域を支える図

に

書館」を基本理念とし

掲

、まちの情報拠点とし

げ

て、市民の生活や学習

る

に必要な資料・情報を

事

提
13-02 供し、地

項

域の発展に役立つ活動

）

を行う。また、蔵書の

施

質の向上と、時代の変

策

化に合わせた多様な資

名

料を備えて、市民の課

1

図書館サービスの 題解

3

決に資する生涯学習の

生

拠点として機能の充実

涯

を図るとともにレファ

学

レンスサービスの充実

習

を図る。
・市民が東久



4次長期総合計画における方向性
・2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催への機運を高めるための事業をさまざまな機会を通じて展開し

13-04 ていく。

市民スポーツの振 ・スポーツを通じた健康づくりの情報提供を行うとともに、各種教室やイベントの開催、指導者育成への支援を通じて、
個々のライフスタイルに応じた市民のスポーツ活動への参加を促進する。

興
・より多くの市民が気軽に安心してスポーツを楽しむことができるよう、スポーツ施設や学校体育施設の利用形態の見直
しや改善を図り、市民の満足度と効率性の高い施設運営を推進する。
・障害者の方にもスポーツに参加していただけるような種目の検討や、障害者スポーツ指導員の育成に努める。

２　施策の成果指標と実績

No 成果指標 単位 平成30年度 平成31年度 令和2年度

生涯学習センター利用者数
1 人 136,242 115,696 38,6

１

03

図書館資料・情報

　

の提供数（総貸出点数

施

）
2 点 823,232

策

783,073 508

の

,207

郷土資料室利

概

用者数
3 人 2,166

要

1,784 1,513

（

スポーツセンター及び

第

体育施設利用者数
4 人

4

648,684 588

次

,317 418,29

長

5

5

３　施策内事務事

期

業数と施策のコスト

項

総

目 単位 平成30年度 平

合

成31年度 令和2年度

計

本施策を構成する事務

画

事業数 本 38 37 37

（

トータルコスト 千円 9

後

90,569 1,11

期

1,669 1,509

：

,110

事業費（内書

平

き） 千円 855,09

成

8 978,026 1,

2

399,383

人件費

8

（内書き） 千円 135

年

,471 133,64

度

3 109,727

～令和2年度）に掲げる事項）

基本事業名（4～5） 第



活

。 に関する事業や展示

動

を継続して行う。
・施

団

設の老朽化や今後の図

体

書館サービスに向けた

と

基盤整備 ・「第三次東

つ

久留米市子ども読書活

で

動推進計画」に基づき

も

、子どもの読書活動
と

主

して、中央図書館の大

体

規模改修工事を行った

的

。 を推進する。また、

に

読書や図書館利用にハ

学

ンディキャップのある

び

子どもへの支
・新型コ

続

ロナウイルス感染拡大

け

防止のため、図書館の

ら

臨時 援に重点を置き、

れ

取り組みを進める。
2

る

休館や図書館サービス

よ

を制限したことにより

４

う

、予定してい
た子ども

、

向け事業の中止など、

指

影響があった。一部事

定

業に
ついては、実施方

管

法を変更して実施した

理

が、今後も現状を
踏ま

者

えた上で、従来とは異

制

なる形での事業実施も

度

含め、子
ども読書活動

を

を継続して推進してい

　

導

く必要がある。

・市民

市

に郷土の歴史や文化に

の

関する理解を深めても

協

らうた ・今後も市文化

働

財保護審議会等専門機

の

関と連携を取りながら

促

、継続して文化財
め、

進

市民が必要とする情報

、

をわかりやすく提供す

地

る仕組み の適切な保護

基

域

と活用を図るとともに

の

、貴重な歴史資料の調

教

査・研究、整理・保
づ

育

くりを推進し、郷土資

力

料室の充実に努めると

の

ともに文化 管を推進し

向

ていく。
財の調査・研

上

究、保護と活用を進め

、

ている。また、貴重な

子

・郷土資料室の充実に

本

ど

努め、企画事業や「く

も

るめの文化財」、「郷

の

土資料室通
歴史資料の

体

散逸を防ぐため、研究

験

成果をまとめた出版物

型

を 信」、「歴史ライブ

事

ラリー」などを通じて

業

最新の調査・研究成果

の

を発信できる
作成し、

推

資料の整理、保管、活

事

進

用を図っている。 よう

な

取り組んでいく。
・文

ど

化財を一か所に集中し

を

て保管する施設がなく

図

市内の施 ・文化財資料

る

の集中保管施設の確保

入

に向けて検討していく

し

。
設に分散して保管し

た

ており、各施設の老朽

生

化も進んでいる
ため、

業

涯

増加する文化財資料の

学

保管場所も含め、新た

習

な集中
保管施設の確保

セ

が課題となっている。

ン

3

ターが中心

に

的・総合的な機能を果

つ

たし 。
ている。また、

い

市民生活や地域の課題

て

に対応できる学習の ・

（

学びの成果を地域活動

1

に生かせる仕組みや地

～

域課題を自ら、または

3

市と協働
場として、地

）

域の人材等を講師とす

現

る講座「市民大学」等

状

して解決するための取

と

り組みとして、市民大

課

学事業を引き続き実施

題

する。
を通じて、学習

令

と成果活用の両面の期

和

待に応えた生涯学習 ・

4

指定管理者のもと、民

年

間事業者ならではのノ

度

ウハウを生かした企画

に

を行う一
の機会を提供

向

しているが、日頃から

け

生涯学習活動を行って

た

方、生涯学習センター

方

の大規模改修を進め、

向

長寿命化を図っていく

性

。
いる市民の割合は低

・

い状況となっている。

市

また、市の事業 ・放課

民

後子供教室については

一

、全小学校で実施して

人

いく。
により新たに生

ひ

涯学習を始めた市民も

と

低い割合にとどまっ
て

り

いる。
・放課後子供教

が

室を市立小学校7校で

、

実施し、未実施とな
1

豊

っていた5校では新た

か

な運営方法で試行実施

な

を行った。未
実施とな

人

っている小学校がある

生

ため全小学校で実施す

を

る必
要がある。

・平成

送

29年1月に教育委員

り

会が決定した「今後の

、

東久留米 ・まちの情報

生

拠点として図書館が機

涯

能し、誰もが必要とす

を

る情報を得られるよ
市

通

立図書館の運営方針」

じ

に基づき、令和3年度

て

からの新た う、今後も

い

引き続き、情報提供事

・

業の充実を図るととも

市

に、市民の情報活用能

民

な図書館運営に向け、

の

指定管理者の選定、市

生

の運営体制整 力の育成

涯

や利用方法の多様化へ

学

対応、図書館の非来館

習

型サービスについて検

活

討
備など、準備を進め

動

た。今後は市と指定管

の

理者の役割分担 ・実施

一

していく。
による新た

層

な図書館運営により、

の

目指す図書館像の実現

推

に ・多様な利用者に対

進

するサービスのユニバ

、

ーサル化に向けて、人

地

的サービスの
向けて、

域

取り組みを進める。 充

の

実だけでなく、ICT

課

の活用など環境整備を

題

推進する。
・まちの歴

解

史や文化を次代に継承

決

するため、東久留米市

に

に ・地域資料や行政資

向

料を網羅的に収集し、

け

整理、保存するととも

た

に、地域資料
関する資

市

料の収集・整理・保存

民

を今後も継続していく



活用して、各種教室やイベントの開催
トの開催などを通じて、限られた施設での個々のライフス に向け努めていく。
タイルに応じた市民のスポーツ活動への参加を促進してい ・民間のノウハウを生かした施設の運営管理や、市民のスポーツ活動への参加
る。 を促進していく。

・経年劣化等による施設修繕が必要な

４

箇所が年々増加し、修

　

繕費用も増加して
きて

基

いるため、一層の計画

本

的な施設管理を行う。

事

・スポーツ健康都市宣

業

言を受け、スポーツを

に

通じた健康づくりにつ

つ

ながる取り
組みを実施

い

していく。

4

5

５　令

て

和4年度に向けた施策

（

方針

【第５次長期総合

4

計画における施策名「

～

生涯学習の推進」】

・

5

生涯にわたる学習活動

）

の充実のため、学習・

現

交流の機会の提供と環

状

境整備を進める。

・地

と

域教育力の再構築と地

課

域課題の解決のため、

題

子どもの体験型事業や

令

、市民大学事業を推進

和

するとともに、放課後

4

子供教室事

業を実施し

年

ていく。

・図書館にお

度

ける資料・情報提供の

に

充実を図るとともに、

向

市の歴史的資料等の保

け

存に努める。また、市

た

と指定管理者の役割分

方

担

による新たな図書館

向

運営により、今後も目

性

指す図書館像の実現に

・

向けて、取り組みを継

ス

続、充実していく。

・

ポ

文化財の調査と保護を

ー

推進するとともに、文

ツ

化財の活用と確実な伝

を

承・継承を推進してい

通

く。

・市民スポーツの

じ

振興のため、スポーツ

た

事業の充実及びスポー

健

ツ環境の整備を推進し

康

ていく。

・スポーツ健

づ

康都市宣言を受け、ス

く

ポーツを通じた健康づ

り

くりにつながる取り組

の

みを推進していく。

６

た

　令和4年度の施策の

め

位置づけ

の各種教室やイベン ・今後も、市長会や東京都等の助成金を

―


